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基準値のからくり
─安全はこうして数字になった─

村上道夫，永井孝志，小野恭子，岸本充生　著

　「食品中の基準値を年

間 1 mSv 以 下 と す る 」

「除染による追加被ばく

線 量 が 年 間 1 mSv 以 下

になることを目指す」，

放射線の専門家であれば

年 間 1 mSv が 放 射 線 の

安全と危険の境界を意味

する基準ではないことを

知っている。しかし，多

くの人々は，年間 1 mSv を超えた被ばくを受ける

と，放射線障害が発生するのではないかと考える。

1 mSv から誘導される 100 Bq／kg 以上の放射性 Cs が

含まれる食品は，致死量の毒が含まれる食品と同じ

ように見なされる。ICRP は，放射線によるがんの

発生確率は被ばく線量と直線的な関係があるとする

「しきい値なし直線仮説」の考え方に立って基準を

定めている。私たちの世界には，放射線以外にも発

がん物質が存在する。それらの発がん物質はどのよ

うな基準値が定められているのだろう。しきい値に

対する考え方はどのようになっているのだろう。本

書は，放射線を含む様々な種類の基準値がどのよう

に定められているかを分かりやすく解説している。

　本書の「少し長いまえがき」は，なぜ「お酒は

20 歳から」と決められているかの問いから始まり，

「安全は，受け入れられないリスクのないこと（リ

スクゼロを意味しない）」という定義を紹介してい

る。プロローグでは，「基準値によくある四つの特

徴」が紹介され，基準値にも主観的な推定と仮定の

要素が極めて大きく関与し，従来型の科学だけでは

基準値を決めることができない，と解説している。

　第 1 部「飲食物の基準値」は，「消費期限と賞味

期限」，「食文化と基準値」，「水道水の基準値」，「放

射性物質の基準値」，「古典的な決め方の基準値」の

5 章から成る。食文化では，食の安全は食文化と大

きく関係し，食において科学的基準値を適用するこ

とがいかに難しいかを解説している。無機能ヒ素の

摂取量を，発がん確率 10 万人に 1 人というリスク

レベルに設定すると，健康食品といわれるひじき
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は

もとより主食であるコメまでも食べられなくなるこ

とが紹介されている。水道水では，「しきい値あり

の慢性毒性」としてホルムアルデヒドが，「しきい

値なしの慢性毒性」として臭素酸・ヒ素が紹介され

ている。ホルムアルデヒドの基準値は動物実験の結

果から算出されており，種差，個人差として 100 倍

の安全を見込んだ不確実係数（安全係数）が設定さ

れている。知見やデータが十分でなければ不確実係

数は大きめに見積もられると解説している。しきい

値なしの発がん性物質の基準値は，その物質を含ん

だ水を一生涯飲み続けたとき 10 万人に 1 人が発が

んするリスクが生ずる濃度はどの程度か，に基づい

て設定され，この発がんリスクは，安全を見越して

大きめに算出された値である，と解説している。化

学物質の古典的な基準値には「環境基準型（無毒性

換算型）」と「残留農薬型（ALARA 型）」があり，

「無毒性換算型」はゼロリスクを目指す考え方であ

り，「ALARA 型」は健康影響とは無関係にわずか

でも毒物が入っていたら感覚的に「イヤ」なので，

できるだけ減らす努力をしましょうという考え方で

ある，と紹介している。「ALARA 型」の基準値が，

健康リスクとは無関係に決められており，「シジミ

漁への過剰なペナルティ」を例に「基準値」が国民

の健康を守るという本来の目的から逸脱している事

例を解説している。

　第 2 部「環境の基準値」は，「大気汚染の基準値」，

「原発事故「避難と除染」の基準値」，「生態系保全

の基準値」の 3 章から成る。大気汚染では，「PM2.5」

の環境基準値が定められた舞台裏を紹介し，その根

拠を明らかにしている。原発事故では，「避難の基

準値 20 mSv／年」と「除染の目標値 1 mSv／年」の

違いを解説し，リスクを避けるための行為が，思い

もしない別のリスクを招く「リスクトレードオフ」

を紹介し，より安全な行動をとることが極めて難し
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いと解説している。

　第 3 部「事故の基準値」は，「危険物からの距離

の基準値」，「交通安全の基準値」の 2 章から成る。

電車内の携帯電話の基準値は，15 cm 程度以上離す

という指針からきているが，なぜほとんど形骸化し

てしまっているのかを解説している。

　「あとがき」では，基準値を決めるのは従来型の

科学ではなく，レギュラトリーサイエンスであり，

レギュラトリーサイエンスを育て，社会の安全を高

めていくことが重要であるとまとめている。各章の

末尾の「コラム」の「3 秒ルールは科学的か」，「受

け入れられるリスクの大きさ」等も大変興味がある

テーマが解説されている。

　本書は，ほかの物質と放射線の基準値との考え方

を知り社会にどのようにして安全を伝えていくかを

考えさせてくれる良書である。是非一読いただきた

い。

（二ツ川章二　日本アイソトープ協会）

（ISBN978─4─06─257868─4，新書判 288 頁，定価本体

920 円，講談社， 03─3945─1111，2014 年）
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